67Gaの集積がみられた胆嚢黄色肉芽腫の1例 by 川畑 鈴佳 et al.
- 72-
67Gaの集積がみられた胆嚢黄色肉芽腫の1例
川畑 鈴僅 前田 敏男 橋井美奈子






























60年4月および10月に黄症 と上腹部痛の再発をきたし,再入院 した｡昭和61年 1月,腹痛 を生 じ4度目の入院 となる 入院時,発熱,黄症を認めず,肝機能はALPが10.3U(2.7-
0.0)と軽度上昇している以外は正常O血
沈,CRP も正常で,CEA,AFP,CA19-9








認め,胆嚢床 に淡 い濃染像 を認 め た(Fig.4)｡以上より胆嚢癌を疑い,手術が施
行されたが,開腹時の所見で
は胆嚢壁の肥厚と胆嚢床の炎症性と思われる比較的柔
い腫壇を認め,組織所見では,泡沫細胞が大部を占める中
にリンパ球等の浸潤を伴う黄色肉芽腫 (Ⅹanth
ogranuloma) であった(Fig.5)0
考 察胆嚢黄色肉芽腫は,胆嚢手術症例の4-
5% に存在すると報告されており1)･2),発
生機序として,本症例のように胆石などが存在する場
合,胆道閉塞の結果,Rokitansky-A
schofSinusから胆嚢壁内に強力な
貧食作用を引きおこす胆汁が侵入し,それに対して
組織球が反応し,胆汁を貧食した泡沫細胞からなる肉芽腫の形成がおこると推察されている4)0 本疾患は,ときに
周
辺臓器に炎症性波及をきたし,悪性腹痛 と鑑別困難なこ
とがあるが,本疾患に67Gaが集積 したとの報告
はまだない｡ まれな症例であると共に,悪性腫癌との鑑別上,認識を持つ必要がある
と考え報告した｡文 献1)難波紘二ほか:黄色肉芽腫性炎について,広
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